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後期実践墓蒙
韓 鉾 度で金沢魅力発信行動計画の中期

が終了することから、施策の柱ことに中期
までの各種施策の進捗状況等につ
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ぃて評価するとともに、負の影響 (※ )の抑制も念頭
におきながら、新幹線の開業 1年後となる平成

27年度末までを目処に、
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     曳方 策 」 と し て 取 り ま と
め ま し た 。

特に重点的に取り組みべき施策を打ち出し、行
動計画の「後期実[
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[平成」2年度千乖選薪曇忌商業により懸念され

る影響対策会議」報告より]

「主要施策」98項目と「実施すべき施策」135項目
、計233項目について進捗を点検して、今後の課題

について整理しました。
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3年後の新幹線開業に向けて、その効果を最大限
に引き出すための総仕上げの時期を迎える

ことから、開業年度の前後に実施す
べき施策に

っぃては、特に重点的に取り組んでいなかければ
なりません。

そこで、金沢魅力発信行動計画の中期評価
を踏まえて、今後重点的に取り組む

べき施策の方向性を下記の4点に集約し、それぞれ
の具体の

取り組みを「カウント・ダウンミッシヨ
ン (CDM)」 として取りまとめました。
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者陶b軸の再整備等の促進

Ⅳ
聞業に向けた気運の醸成

‐l 新幹線の開業を機に、本市の拠点性をさらに高めるためには
、都市機能の充実強化が不

可欠であり、そのためにも、その受け皿と
なる都心軸沿線の再整備等が急がれます。都

心

軸沿線の再整備等は、もちろん行政主体
ではなく、民間の活力によるところが大き

いもの

.塩
がありますが、その誘導等に積極的に関与し

ていきます。
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開業の効果を市民全体で享受するために

は、何よりも、市民や企業等の開業に向けた準

備が必要ですoそのためにも、開業プレイ
ベントの開催などにより、開業への気運を高め

て、

地域総ぐるみで来街者を迎える態勢を整え
ていきます。
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